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近年、新たな価値の創造や持続的
な社会の実現に向け、異業種事業者
同士の連携による地域活性化や、日
常での特定目的にとどまらない業務
シーンでの本格的な AI活用の取り
組みが進められている。
一方、アクセスネットワーク（以
下、NW） は、コア NWとともに、
様々なサービスの実現においてサー
ビス事業者やエンドユーザをつなぐ
ものであり、社会全体を面的に支え
るインフラである。通信サービスの
エンド・ツー・エンドでの運用には、
有線 NW／モバイル NWや、サー
ビスに応じた NW方式等に横断的
に取り組む必要がある。またこの運
用には、屋内外の各種通信設備の保
守者、サービス利用者であるエンド
ユーザやサービス事業者等、これま
でも多くのプレイヤが関わってい
る。今後の通信サービスの持続的な
維持と高度化には、従来以上にプレ
イヤ間連携や AI活用による生産性
向上と新規ビジネス創出が重要にな
ると考えられる。
我々は、有線NWとモバイルNW

にまたがり、複数のNWレイヤから
なるエンド・ツー・エンドでのロバ
ストな通信サービスを、プレイヤ間
での連携により実現可能とする取り
組みを進めており、以降の節で紹介
する。また、技術的知見を持たない
プレイヤであっても、6G／ IOWN
時代の通信サービスを用いた新規ビ
ジネス創出に参画しやすいよう、AI
を活用しつつ、品質を柔軟かつ容易
に制御可能とする技術に取り組んで
おり、以降の節で紹介する。

複数のプレイヤ（サービス事業者）
間での協働を進める上では、情報の
スムーズな連携が重要である。
一方、通信サービスを実現する 

NW は、多数の物理的な装置や、様々
な NWレイヤにおける論理的な機能
（リソース）により構成されている。
特にアクセスNWでは、地域の違い
や継続的な通信サービスの変化によ
り、複数種類のリソースが存在する
等、多様性が高く、これらのNW構
成情報をプレイヤごと、サービスご
とに構築した場合、それぞれで変換

を要する等、連携の妨げとなる。
この解決のため、AS 研では、NW 
リソース管理技術（NOIM）に取り
組んできた。NOIMでは、多様なリ
ソース情報を、NW の点や接続性と
いった、抽象度 の高い汎用データモ
デルと外部定義の組み合わせにより
表現することで、NW構成情報の統
一管理・流通を可能とする。また、
NW構成情報に加え、より上位レイ
ヤのサービス情報との紐づけが可能
となるよう、汎用データモデルを拡
張している（図１）。
さらに、拡張したNOIMの汎用デー
タモデルに基づき、物理・伝送・イー
サ・IP等のNW構成とサービス経路
情報を組み合わせた複数レイヤの情
報を活用し、システム故障時の故障

NTT アクセスサービスシステム研究所（以下、AS 研）では、通信サービスの持続的な維持・高度化のため、複数プレイヤ
の連携による通信サービス提供業務の生産性向上と新規ビジネス創出に向けた技術の研究開発を行っている。以下では、ネ
ットワークリソース管理技術（NOIM）と Intent 抽出技術を中心に紹介する。
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個所推定とサービス影響把握を可能
とする技術を確立している（図２）。
故障個所推定では、過去の故障事
例から、複数レイヤ横断的な故障推
定ルールを生成し、収集される大量
のイベント情報に適用することで、物
理装置や論理構成上の故障個所を推
定する。また、影響把握では、故障
に伴い動的に変化する各サービスの
経路情報を、データベースの再構成
を必要とせず迅速に反映し、不通あ
るいは不安定なサービスを特定する。
今後は、NOIMの汎用モデルとし

ての特長を生かし、モバイルNWへ
の拡張や、プレイヤ間で連携した対応
に向けて取り組んでいく予定である。

6G／ IOWN時代の通信サービ
スを用いた新規ビジネスの創出機会
は、製造業やモビリティサービス、
医療、農業等、幅広い領域に存在す
る。この担い手として、通信サービ
スを使いこなす必要性がこれまであ
まりなかったプレイヤも含めた、多
様なプレイヤの参入が期待される。
そのため、通信サービスに詳しくな
いプレイヤの要望を、通信サービス
の品質に的確かつタイムリーに反映
することが重要となる。
この実現に向け、AS 研では、

「Intent抽出技術」に取り組んでいる
（図３）。Intent抽出技術では、まず、
通信サービス利用者と、システム主導
での非定型的な対話を行う。その中
から、要望を取得し、どのようなカテ
ゴリに属するサービスを、いつ、どこで、
どのぐらいの規模で使用するのか、と
いったサービス要件を特定する。その
上で、NWやサービス実現に使用さ
れるサーバ等の各種リソースの制御に
直接使用される、定量的な要件を算
出する。算出された定量的な要件は、

サービスオーケストレータや各種リソー
スコントローラに連携することで、サー
ビス品質の自律的な制御が実現され
る。また、要望は、プレイヤのビジネ
スメニューや利用場所等の固有情報
が混在する自然言語の対話であるた
め、大規模言語モデル（LLM）の適
用を進めている。
今後は、自然言語処理以降に行わ
れる、サービス要件の特定や定量化
に用いるデータや手法の汎用性を高
め、ロボット遠隔制御、自動運転等、
本技術で対応可能なユースケースの
拡大に取り組んでいく予定である。

以上の他、通信以外も含めた各種
サービス提供業務を対象に、作業ロ
グ等、実データに基づき、DXツー
ル設定のプレイヤ間での水平展開を
支援する技術や、業務プロセス間の
連携に必要となる DXツールの構築
基盤にも取り組んでいる。
6G／ IOWN時代の通信サービス

やそれを活用したビジネスが、多くの
プレイヤの参画により促進・進化する
エコシステム作りに貢献していく。
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